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本稿の課題 は ､ 戦後 日本の電子 工 業にお い て 高い 国際競争力 を獲得 した磁 気記録機器産業( チ

ー プ レ コ
ー ダ ー 産業と Vi d e o T a p e R e c o r d e r 産業) の発展 プ ロ セ ス とそ の 発展要因を ､ 企業間

競争にお ける各企業行動の 歴史的な分析 を行う こ とに より明らか にす る こと で ある ｡
企業 間競

争に お ける各企業行動 の歴史分析 を通 じて戦後 日本の 磁気記録機器産菓の 発展プ ロ セ ス と発展

要因を明らか にす る理由は ､ 同産業 の 場合 ､
企業活動と い

.
うミク ロ 的な側面が 経済発展 と いう

マ ク ロ 的側面 に大きな影響を与 えたと考 えられ ると こ ろに ある｡ こ の 点 で ､ 本研究 は経営 史研

究 の 中に位置 づ けされ る ｡ 企業間競争にお ける各企業行動 の 比 較分析 を行う場合､
そ の 分析手

法 は ､ 各企業行動 の い か なる側面を重視する か に より様々 な手法が考 えられ る ｡ 本稿で は ､ 産

業発展初期の 段 階で製品用途 に多様性が 無く 市場が 小規模 で ､ 将来の 産業発展 に対する不確実

性要素が大き か っ たと いう磁気記 録機器 ( テ
ー

プ レ コ
ー ダ ー

と V T R) 特有の 製品特性に着 目す

る こ とに より ､
企業に よる製品の 技術開発 の プ ロ セ不に加 え ､ 企業 によ る市場 開拓 の プ ロ セ ス

をも重視 した分析 を行 っ た｡

本稿で は ､ 以下の 諸点が明らかとなる o

戦後 日本 の磁 気記録機器産業は ､
1 95 0 年代 当時録音 ( 画) 業務 を急務 とする状況に あ っ た放

送業界か らの ､ 国産化 - の 要望を発端と して 形成された｡
しか し磁気記録機器特有の製品特性

か ら
､
同産業が 発展するため には ､ 製品 の技術開発 の進展 に加え市場 の成長が 不可 欠 で あり ､

両者が ともに バ ラ ン ス 良く発展す る こ とが 必要 で あっ た｡ 同産業に お ける先発企業 で あ っ た ソ

ニ ー

は ､ 最終的に家庭用市場 を戦略タ
ー ゲ ッ トと した製品技術の 開写削 出口え､ 放送用市場 以外

の 新市場 で ある 学校用市場の 開拓を率先 して行 っ た｡ そ の 後後発企業は ソ
ニ ー の 行動に追随 し､

そ の 結果 同産業は本格的な発展 を開始す る こ とが可能とな っ た｡

戦後日本の 磁気記録機器産業にお い て ､
テ ー プ レ コ

ー ダ ー 産業は学校用市場 の形成後 19 6 0

年代前半 に家庭用市場 を形成し本格的な産業発 展を開始 したが ､ 同時に ア メ リ カ市場 - の 輸出

も行 われた ｡ 通魂で は ､ 日本の テ
ー プ レ コ ー ダ ー 産業は発展早期 (5 0 年代末) か ら高 い 輸出比

率 をほ こ り ､ 短期間の うちに 国際競争力を備 え､ 世界市場 にお い て 独占的地位を確立 した とい

う主張が一 般的で あ っ た｡ しか し､ アメ リカ市場
- 向けた 日本のテ

ー プ レ コ ー ダ
ー

産業 に おけ

る輸出経路に は ､ 中小
■
輸出専業メ

ー

カ
ー

に よ る低級品で あるリ ム式製 品の 輸出経路と､ 大 手メ

ー カ
ー

に よ る高品質なキ ャ プ ス タ ン式製品の輸出経路の ､
2 つ の 輸出経路が存在 したo 通説 は ､

両者の 輸出経路を区別せず議論を展開 した点 に問題があ っ たo 前者 は 5
0 年代末か ら高 い 輸出

比 率を誇 っ たが ､ 後 に高い 国際競争力 を獲得 した後者の 輸出は ､
6 0 年代中頃か ら拡大 した o

後
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者の輸出拡 大がおくれ た理由は ､
･ ｢ 録 ( と) る｣ 機能を コ ン セ プ トと して発展 した国内市場 と異

な り ､
ア メ リカ 市場は 高度な製品機構 を要する ｢ 聴く｣ 機能を コ ン セ プ トと して成長 した点に

あ っ た ｡ しか し日本メ ー

カ
ー

は ､ 先発企業 ソ ニ ー を中心 と して ､
6 0 年代 中頃 にか けて

､
｢ 聴く｣

コ ン セ プ トに対応 し得 る製品機構 の 高度化 と家庭用市場 の形成に よ る量産体制 の進展を国内市

場 にお い て成功 させ たため ､ 6 0 年代 中頃か ら登場 したパ ッ ケ ー ジ式製品の 開発 によ りア メ リカ

市場にお い て欧米メ
ー

カ
ー を駆逐 し､ 世界市場 で の覇権を握 るこ とが 出来た o

一

方 1 9 6 0 年代に お ける V T R 産業は ､ 学校用市場は形成されたもの の 家庭用市場まで は市場

が 成長せず ､ 同時期 の テ ー プ レ コ
ー

ダ ー 産業 と比 べ て小規模な発展 に とどま っ たo そ の 理 由は ､

両製品間に大きな技術格差が存在 したためで あ っ た｡ こ の結果 ､ 6 0 年代 を通 じて テ ー

プ レ コ
ー

ダ ー 産業は ､
V T R 産業 の 先行産業 と して 後者の発 展に大き な影響を与える こ とと な っ た｡ なお

ア メ リカ で 埠､
ほ とん どの 欧米メ ー カ ー が家庭用 を意図した V T R の 開発を早期 に断念す るか

消極的で あ っ たた め ､ 産業と して 発展す るこ とが なか っ た o

V T R 産業が 1 9 6 0 年代にお いて 家庭用市場 を形成出来なか っ たもう 1 つ の 理由は ､ 教育界か

らの 要請で こ れま で の 製品機構で あ っ たオ ー プ ン ･ リ~ - ル 式製品の 規格統 一

が 図られ ､ 学校用

市場が本格的 に拡大する条件が整 えられ た時期 に ､ 各メ ー

カ
ー が同製品の テ

ー

プ ･ パ ッ ケ
ー ジ

化を一斉に試み た 点に あ っ た｡
オ

ー

プ ン ･ リ
⊥
ル 式 V T R の規格統

一

と製品の テ ー プ ･ パ ッ ケ

ー ジ化が 同時期 に行 われた ことは ､
テ ー プ レ フ - ダ ｣ 産業が V T R 産業 の 先行産業と して機能

し ､ 前者か ら後者 - 製 品技術上の イ ノ ベ
ー シ ョ ン (テ

ー プの パ ッ ケ
ー

ジ化) が波及 したこ とに

要因が あ っ たo つ まり ､ 前者の発展が後者にお ける技術と市場 の 関係性 に影響 を与 え､ 両産業

間にお ける市場成長 プ ロ セ ス に差異をもT= ら したo そ の結果 V T R 産業 で は ､
オ ー プ ン ･

リ
ー

ル 式製品にお ける家庭用市場が形成され なか っ た｡

テ
ー

プ レ コ
ー ダ ー 産業 にお ける製品技術上 の イ ノ べ

-

｣
シ ョ ン は

､
そ の 後の 1 9 7 0 年代 にお け

るパ ッ ケ
ー ジ式 V T R 開発をめぐ っ た ､ 先発企業と後発企業 の競争構造自体に もまた影響を与

えた ｡ それま で の企業 間競争は ､ 先発企業 ソ ニ ー

に対 し
■
後発企業が模倣 ･ 追随行動 をと る 同質

的競争で あ っ たが ､
こ の イ ノ ベ

ー

シ ョ ン を経て 後発企業松下 と日本 ビ ク タ
ー

は ソ ニ
ー

に対 し差

別化行動 をと っ たo ソ ニ ー

は ､ アメ リ カ市場で の テ
ー プレ コ ー

ダ ー 供給 にお い て再生機能 の重

要性 を認識 し､ ｢ 観る｣ コ ン セ プ トに基 づ い た 製品戦略をと っ たの に対 し､ 松下と 日本 ビ ク タ
-

は 従来通 り の ｢ 録 ( と) る｣ コ ンセプ トに基づ い た戦略をと っ た ｡ しか し当時の 消費者 の ニ T

ズ は V T R の長 時間録画機能 にあ っ たため ､
ソ ニ

ー

の パ ッ ケ ー

ジ式 V T R 開発 は 失敗 し､ 同社は

結局松下と 日本 ビクタ
ー の琴略に追随した｡ そ の結果 ､ 日本 ビク タ

ー

が 開発 した V H S が 業界

標準規格となり ､ 同規格製品を中心 に国内の V T R 家庭用市場 は急速 に発展 し ､ 最終的 に V E S

は 世界標準規格とな っ たo

ソ ニ ー の パ ッ ケ ー ジ式 V T R 開発 が失敗 した要 因は ､ 同社がそれま で に先発 企業と して 経験

して きた多く の 成功体験 に対 し過信が あ っ たか らで あり ､ 同社が合理的で あろうと判断 した市

場 開拓行動 が ､ 製品 の 技術成長と市場成長と の バ ラ ン ス に対 し配慮が欠 けたも の で あ っ たか ら

で あ っ た｡
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